
色とりどりのひな人形などを楽しむ
～ひな人形展～

　２月24日から３月７日まで、「ひな人形展」が天草宝島
国際交流会館ポルトで開催されました。これは、３月３日
の“ひな祭り”にあわせて行われたもので、今回が２回目。
　会場には、ひな人形約300体や保育園児が作成した絵な
どが展示され、来場者は色鮮やかなひな人形や絵画に見入
っていました。また、期間中は、壁掛けひな人形や貝びな、
水引で作るおひなさまの製作体験講座も実施。参加者は、
でき上がった作品を満足そうに眺めていました。

できたよ！伝統の“栖本太鼓踊り”
～栖本小学校・学習発表会～

　２月28日、栖本小学校で「学習発表会」が行われました。
これは同校が、学校で学んだ成果を保護者などに見てもら
おうと毎年実施しているもの。発表会では、各学年や合奏
部による歌や劇などが披露される中、郷土芸能を体験しよ
うと希望した６年生17人が “栖本太鼓踊り”の衣装で登
場。約１カ月間にわたり、地元青年団員からの指導を受け
てけいこに励んだ児童たちは、伝統の勇壮な踊りを一生懸
命に演じ、会場からは大きな拍手が送られていました。

火事が起きませんように
～春季全国火災予防運動・防火パレード～

　３月３日、一町田小学校少年消防クラブと一町田保育所
ちびっこ消防クラブによる防火パレードが行われました。
　これは、同１日から７日までの“春季全国火災予防運動”
にあわせて実施したもの。子どもたちは、同小学校からＡ
コープ河浦店までの約300メートルの道のりを、『火の用
心』の元気な掛け声とともに行進しながら、道行く人たち
に防火を啓発する携帯用ティッシュを配布。また、同店駐
車場では、住宅用火災報知機設置の呼びかけも行いました。

みずひき

しらぬひ

ガジュ

▲色鮮やかなひな人形を楽しむ来場者

▲力強いばちさばきを見せる児童たち

▲元気に“火の用心”を呼びかける子どもたち
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目ざすは３カ月後の健康体
～しんわ健康教室～

　３月２日、新和町民センターで「しんわ健康教室」が開
かれ、“健康になりたい、ダイエットしたい”と考えている
地区住民20人が参加しました。これは、市体育指導委員
協議会・新和支部と市が共催しているもの。参加者は、体
力測定と市栄養士からの食事指導で日ごろの体調を確認。
また、同９日には、運動指導員による歩行や運動方法につ
いての実技指導を受講し『３カ月後の健康体になった自分』
を目ざして、真剣に取り組んでいました。 ▲下半身の強化に真剣に取り組む参加者

３/2～
新 和

感動！イルカさんに会えたよ！
～イルカの海開き安全祈願祭～

　３月６日、二江のイルカウォッチング船発着所で、㈳天
草宝島観光協会・五和支部主催による「イルカの海開き安
全祈願祭」が開かれました。式典では、地元の関係者など
がイルカの生息環境保護と海上での安全を祈願したあと、
五和町内の保育園児や保護者など、約100人を招待してイ
ルカウォッチングを実施。イルカが元気良くジャンプする
姿に、参加者からは大きな歓声が上がっていました。この
ほか、イルカの絵作品コンクールの表彰式も行われました。 ▲イルカに向かって手を振る子どもたち

３/６
五 和

力を合わせて元気な有明をつくろう！
～有明まちづくり発表会～

　有明まちづくり協議会主催の「有明まちづくり発表会」
が２月27日、有明町民センターで開かれ、各地区振興会
役員や地区住民など150人が参加しました。この発表会は、
地区の実情や課題を再認識し、今後のまちづくりにおいて
共通認識を深めてもらおうと初めて開催したもの。須子地
区の“ふれあい市”や大浦地区の“ミカン（不知火）の木オ
ーナー制度”など特色ある活動がそれぞれ発表され、参加
者は、各地区の取り組みや成果を熱心に聞いていました。 ▲地区代表の発表に耳を傾ける参加者

２/27
有 明

牛深の魅力を再発見
～牛深、文化と夢の「カタチ」交流会～

　２月13・14日、『第１回牛深、文化と夢の「カタチ」
交流会』が、牛深町の商店街にある空き店舗で開かれまし
た。これは、牛深の宝である自然や文化を、都市部の人た
ちとの交流を通して再認識してもらおうと、牛深商店街振
興組合が実施。会場では、子どもたちが描いた絵や牛深出
身の造形作家・gajuさんの作品などが展示されたほか、
翌14日には、熊本県民テレビアナウンサーの村上美香さ
んを招いて講演会も行われ、多くの人出でにぎわいました。 ▲「私の夢と目標」と題して講演を行う村上さん

２/13・14
牛 深

２/24～３/７
本 渡

２/28
栖 本

３/３
河 浦


